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関 ..6、守司イ系 法
（語習）一示＆口
。短期大学の名称変更に 関 す る 件（文部15 0) 11・5
0教員 の免許状授与の所要資格を得させ る
（諮問
ための課程の認定の取消しに 関す る 件
（ 文部153 ) 11・3 0
学 内 規 則
富山大学公開講座規則の制定
富山大学公開講座規則
3 公開講座は， 本学の諸施設を使用す る 。 ただし，
必要があ る 場合は， 学外で実施す る ことができ る 。
（講 師 ）
第5条 公開 講座の講師は， 本学の教官とし， 学長が
委嘱す る 。 ただし， 必要があ る 場合は， 学外の学識
経験者を 講師として委嘱す る ことができ る 。
（修 了 ）
第6条 公開 講座に おい て， 所定の課程を修了した者
には， 修了証書を授与す る 。
（講習料）
富山大学公開講座規則 を次のとおり制定す る 。
昭和5 7年11月1 2日
（趣 旨）
第1条 この規則は， 富山大学学則第71条の規定に基
づき ， 富山大学（富山大学経営短期大学部を含む。
以不「本学」 と いう。） が開設す る 公開講座に 関し，
必要な事項を定め る ものとす る 。
（目 的 ）
第2条 公開 講座は， 本学の教育・研究を広〈社会に
開放し 地域社会の教育 文 化 の向上に 資す る ことを
目的とす る 。
（ 開 設 ）
第3条 公開講座は ， 次に掲げ る ものとし， 第8 条第
1 項 に 規定す る 公 開 講座委 員 会の議 を 経て開設す る 。
(1）全学的に実施す る 公開講座
(2） 学部等が実施す る 公開 講座
（時期， 時間及び場所）
第4条 公開 講座は ， 本学学生の授業 に 支障のない時
期に実施す る 。
2 公開講座は， 1 講座に つき15 時間以上とす る 。
富山大学長 柳 田 友 道
第7条 公開 講座の講習料は， 受 講申請を 受 理す る と
き に徴収し， 既納の講習料は， 返付しない。
2 講習料の額は， 1講座当たり15 時間までにつき
1,5 00円とし， 15 時間を超え る ものに ついては ， そ
の額に 5 時間増すごと（5 時間未満の端 数 に つい て
は ， 5 時間と みなす。） に5 00 円を加算 した額とす る 。
（公開講座委 員 会）
第8条 本学に ， 公開講座委 員 会（以下「委 員 会」と
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いう。） を置く。
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委員会は， 第3 条第 1 号に規定す る 公開 講 座 につ
いて， 企画・ 立案し， そ の実施に当た る ほか， 同条
第 2号に規定す る 公開 講 座 について， 連絡調整を図
る 。
（組織等）
第9条 委員会は， 次の各号に掲げ る 者で組織す る 。
2 
3 
( 1）学 部及び教養部の教官 各 2名
(2) 経営短期大学部の教官 1 名
(3 ) そ の他学長が必要と認め る 者
前項の委員は， 当該学 部等の長（ 経営短期大学部
にあっては主事）の推薦に基 づき学長が命ず る 。
委員の任期は， 2年とし， 再任を妨げない。 ただ
し， 補欠の委員の任期は， 前任者の残任期間とす る 。
（委員長）
第10条 委員会に委員長を置き， 委員の互選によ って定め
2 
る 。
委員長は， 委員会を招集し， その議長となる 。 ただ
し， 委 員 長 に事故 あ る ときは， 委員長があら かじめ
指 名した委員が そ の職務を行う。
昭和58年度富山大学入学試験に関する高等学校と大学
との懇談会（ 1 1月 2日）
（懇談会次第）
( 1）昭和58年度富山大学入学試験について
(2）各学 部・学 科 及び 経営短期大学部等の紹介
（幻想 言炎
昭和57年度第10回学寮補導委員会（ 11月 5日）
（報告事項）
( 1）全寮委員との話し合いについて
（審議事項）
( 1）学寮の諸問題について（継続審議 ）
昭和57年度第4回入学者選抜方法研究委員会専門委員
会（ 11月6 日）
報 第229号
（庶 務）
第11条 公開 講座及び委員会に関 す る 庶務は， 庶務部
庶務課において処理す る 。 ただし， 第3 条第 2号に
規定す る 公開 講座 については， 当該学部等の事務部
において処理す る 。
2 
3 
附 貝q
この規則は， 昭和57年11月 12日から 施行す る 。
この規則第9条第 1 項第 l号の委員について， 初
年に選ばれ る 者のうちのl人の任期は， 同条第3 項
の規定にかかわらず， 1 年とす る 。
富山大学公開 講座講習料規則（昭和53年 9月 28 日
制 定）は， 廃止す る 。
砂富山大学公開講座規 則 の制定理由
従来個別に企画きれていた公開講座 について，
目的等を明確にし， これを全学的に位置付け る
こと及び所要事項の検討等を行う公開 講座委員
会を設置 す る こと により， 公開 講座の充実を図
る ため。
（審議事項）
( 1）入学者選抜方法の改善に伴 う昭和56年度以降の調
査 研究事項について
昭和57年度第4固入学者選抜方法研究委員会（ 11月 9
日）
（審議事項）
( 1 )富山大学入学者選抜健康診断判定基準の改訂につ
いて（継続）
昭和57年度第6固入学試験管理委員会（ 11月9日）
（審議事項）
( 1）昭和58年度富山大学学生募 集要項（大学案内 付）
（案）について（継続 ）
3 
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昭和57年度第4回学園ニュース編集委員会（1 月 9日）
（審議事項）
(1） 第40号学園ニュースの編集について
授業料等減免選考委員会 (11月11 日）
（審議事項）
(1 ）昭和57 年度後期分授業料免除について
(2 ）授業料等免除選考基準に ついて
第10回工学部移転促進小委員会（11月11 日）
（審議事項）
(1 ）工学部の移転について
昭和57年度第5回大学院委員会（11月12日）
（審議事項）
(1 ）昭和58年度富山大学大学院 理学研究科（修士課程）
及び工学研究科（修士課程） 第2次学生 募 集 要項
について
昭和57年度第8回評議会（11月12日）
品凶ーチ
報 第229号
（報告事項）
(1）国大協 第3常置 委 員 会に ついて
(2）昭和58年度富山大学大学院 理学研究科（修士課程）
及び工 学研究科（修士課程） 第2次学生募 集 要項
について
(3）学生の懲戒解除について
(4）工学部の移転 に ついて
(5 ）学生の動向に ついて
（審議事項）
(1 ）富山大学公開 講座規則 の制定（案）について（継続
審議事項 ）
(2）昭和58年度富山大学学生募 集 要項及び富山大学案
内について
(3）昭和58年度富山大学文学専攻 科及び経済学専攻科
の学生募 集 要項 に ついて
昭和57年度第11回学寮補導委員会 (11 月1 9日）
（審議事項）
(1）学寮の諸問題に ついて（継続 ）
事
学 生 募 集 要 項
本学は， 昭和58 年度の富山大学学生募 集 要項を次のと
おり・発表しました。
昭和58年度 富山大学学生募 集 要項（抜粋）
募 集人員
0人文学部17 0名／人文学科 90名， 語学文学科 \ 
\ 80名） ／
o教育学部 240名／小学校教員養 成課程140名， 中
｜学校教員養 成課程 50名， 養護
｜学校教員養成課程 20名， 幼稚
l園教員養 成課程 30名
0 経済学部 300名／ 経済学科120名， 経営学科120\
1名， 経営法学科 6 0名 ／ 
0理 学 部 1 80名／ 数 学科 40名， 物理学科 40名，l
｜ 化学科 40名， 生 物学科 30名，l
t也 球科学科 30名 ／ 
0 工 学 部 305名／電気工 学科 50名， 工業 化 学科1
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45名， 金属工学科 40名， 機
械工学科 50名， 生 産機械工
学科 40名， 化学工学科 40 
名， 電子工学科 4 0名
（ 注）1 . 経済学部の募 集 人員（300 ） には推薦入学に
よ る 合格予定 人員 を含む。
2. 人文学部語学文学科の募 集 人員 増について
昭和58年度において， 人文学部に 語学文学
科5名の増募を計画している 。 この実 現は 現
在の ところ未定 であ る が， もし， 増募 する 場
合には， 政府予算案決定 後， 追加募 集 要項を
発表（昭和58年1 月下旬頃） する 予定 であ る
から ， 人文学部志願者は特に 注意する こと。
2. 出願期間
昭和58年2 月 9日休）から2月15日 （刈まで。（15日消
印有効）
昭和57年12月1日発行 学
受付は午前9時から午後5時まで 。ただし ， 土曜日
は正午まで とし， 日曜日及び休日は 受け付けない。
3. 検査期日
昭和58年3月4 日樹
（ 教育学部の実技検査は， 3 月5 日（土））
4 . 検 査 場
5 
0人文学部検査 場 教養部（富山市五福）
0教育学部検査場 教育学部 （富山市五福）
0経済学部検査場 経済学部 （富山市五福）
0理学部検査場 理 学 部 （富山市五福）
0 工 学部検査場 工 学 部 （ 高岡市中川園町）
検査 科目
o人文学部 ……………・・ ・現代国語， 古典I乙
・英語8, ドイツ語のう
ちから1 科目選択
0 教育学部 小学校教員養成課程
中 学校教員養成課程‘
（ 吾 ) f 現代国語古社会， 家庭， 技 I ｝ 典I乙付if， 英言 ！ I .数 学IIB 
養護学校教員養 成課程
幼稚 園教員養成課程
中 学校教員養成課程 （ 国語）
・現代国語 ， 古典I乙
中 学校教員養成課程 （ 数 学）
－数 学IIB， 数 学I I
中 学校教員養成課程 （理科）
－数 学IIB 
－物理II， 化学II， 生 物
II， 地 学II のうちから1
科目選択
中 学校教員養成課程 （ 音楽， 美術， 保健
体育）・それぞれの実技検
査（ 音楽は筆答試聞を含
む）
0 経済学部 ……－・・・・・・・・…・数 学IIB, 英語B, ド
イツ語のうちからl 科
目選択
0理 学 部 数 学 科…・数 学IIB， 数 学I I
物 理学 科…－数 学IIB 
－物理II
化 学 科…・数 学IIB 
－化学II
生 物学科…－数 学IIB 
－生物II
報 第229号
地球科学科…－数 学IIB 
－物理II， 化学II， 地 学
IIのうちからl科目選
択
o工 学 部 電気工 学科， 機械工 学｝
（ 注）
科， 生 産機械工 学科， ｝ ・数 学IIB 
電子工 学科 j・物理II
工業化学科， 金属工 学）・数 学IIB
科， 化 学工 学科 J .物理II， 化
学IIのうち
から1干ヰ目
選択
1. 教育学部志願者
(1） 教育学部志願者で＼受験科目の異な る 課程又
は専攻 教科を第 2 志望 とす る 場合 は， 第1 志望
の受験科目のほか に 第 2 志望の受験科目（ 重複
す る 科目を除く） を受験しなければならない 。
2. 工 学部志願者
(1) 工 業 化学科， 金属工 学科及び化学工学科を第
l志望とす る 者のうち「化学II」 で受験す る 者
には， 3 学科間でのみ第 2 志望が認められ る 。
(2 ) 「 物理II」で 受験す る 者 には， 全 学科 にわたり
第 2 志望が認められ る 。
6. 志願者カード
本学所定の 用紙 に よ り， 志願者カード の 記入上の
注意を参照のうえ 必要事項を記入 ・ヴークして入 学
願書とともに提出す る こ と。
7. 配 点
学 部 学
共通
力
第
試
1
験
次 且
寸
第ιー 2次の力検査 合 計
人文学部 500 点 400 点 900 点
経済学部 （各教科100 点） 300 ，点 800 ，点
教育学部 1 ,000 点
理 学 部 400 点 1,400 点
（ 各 教科 200 点）
工 学 部
備考 第 2次の学力検査の各科目ご との 配点は， そ
れぞれ200 点 （ 経済学部は 300 点） であ る 。 た
だし， 国語 に ついては， 現代国語及び 古典I乙
併せて 200 点 （ 教育学部中 学校教員養成課程 の
国語専攻は400 点）， 実技 に ついては， 400 点で
あ る 。
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8. 合格者発表
昭和58年3月13日（同午前9時
�色号ー
本学（富山市五福）及び工学部（高岡市中川園町）
に掲示し，かつ，本人に通知する。
9. 経済学部推薦入学学生募集要項
(1）募集人員
15名以内
(2) 出願資格及び推薦の要件
高等学校の専門教育を主とする学科（いわゆる
職業科）を昭和58年3月卒業見込みの者で，次の
各号に該当する者
ア． 人物， 学力，健康において優れ，かつ，勉学
意欲が旺盛で、あり ，高等学校長が責任をもって
推薦できる者
イ．高等学校の最終 年次における成績が所属学科
の 上位10%以内の者
(3）推薦人員
1 高等学校につき 2名以内
(4 ) 出願期間
昭和58年1月 5 日制から1月11日（刈午後5時 ま
でに必着のこと 。
報 第229号
受付は午前9時から午後5時 まで。ただし，土
曜日は正午までとし，日曜日は受け付けな い。
(5) 入学者の選抜方法
推薦入学者の選抜は，共通第1 次学力試験及び
第2次の学力検査を免除し， 推薦書，調査書， 小
論文及び面接の結果を総合して判定する。
ア．選考期日
昭和58年 1月26日附下記に より 小論文を課し，
面接を行う。
なお，小論文作成のための資料の一部は英文
で提示する。
時 間 I 9 : oo I 9:3 0～ 11 : lo I 13 : oo～ 
事 項 ｜集 合｜小 論 文｜ 面 接
イ．選考場所
富山大学経済学部 （富山市五福）
(6）合格者発表
昭和田 年3月13日（日）午前9時本学（富山市五福）
に一般の受験者と区別なく同時 に掲示し，かつ，
本人に通知する。
人 事 異 動
異動区分 発令 年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容 任命権者
採 用 57 . 11. 17 ，鳥 山 一 郎 技（富術山補 大佐学
員
経理 部主計課 ） 富山大学長
藤 回 政 志 II II II II 
宮 嶋 恒 行 II II II II 
昇 任 57 . 12 . 1 辰 己 昭 典 講 師（ 教育学部） 助教授 （ 教育学部） 文部 大 臣
II 遠 藤 幸 一 II II II II II 
イ弁 任 II 秋 元 園 男 附属図書館 受入係長 附（5
属図書館ま整で
理
）
係長
8.3.31 富山大学長
休 職 II 塩 谷 孝 雄 II 整理 係長 国に家よ公り休務職
員 法（58
第－��3
条1第までl号） II 
苦手 職 57 . 11. 3 0  上 野 正 子 事務補 佐 員 （工学部） 辞職 を承認 II 
退 職 57. 11. 4 松 木 直 教諭（ 教育学部附属中学校） 満昭和了
5
に
7 年よ1り
1
退
月
職
3 日限り任期 II 
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尚早d
教 育
学校教育の振興に関し特に功績顕著な 教育者に対し，
その功績をたたえる昭和57年度教育者表彰の被表彰者
が文部省において決定され， 本学教育学部附属中学校
の中山字之ー副校長が国立 学校6 人を含む全 国 で1 51
名の被表彰者とともに， 下記により文部大臣から表彰
報 第229号
者 彰表
されました。
2 
記
時 昭和 57年11月1 9日幽
場 所 東京都千代田区隼町4の1 国 立劇場小劇場
拝謁 及び皇居参観 同日午後 2時15分から
日 正午 から
3 .  
文 部省永年勤続表彰
昭和57年度文部省永年勤続 者として，
方々が表彰されました。
本学から次の 勤続20年 教育学部事務 長
教養部事務 長 信 生
成瀬
野村
正 夫
II 
理学視察委員による実地視察
去る1 1月1 6日（火）理 学視察委員による本学の理 学部 及
び理 学研究科の実地視察が行われました。
これは， 文部省が大学教育の改善充実のため，学部，
研究科等の教育研究組織， 教員組織， 教育課程 及び施
設， 設備等に関し， 専門 的な 立場からの指導， 助 言に
当たるものとして視学委員の制度を設け， 実地視察を
海 外
行っているものであります。
視 察 委 員 平田義正 （名城大学教授）
吉沢尚明（京都大学教授）
西岡正徳
甲 野正道
II 
文部省担当官
II 
渡 航 者
渡航の種類 所 属 官 職 氏 名 渡 航先国 目 自。 期 問
公 海上
南太平洋の新第三紀古海洋学的 57. 1 2. 1 
外国出張 理 学 部 Eカ 手 竹内 章 研究のため（南部太平洋域） （国際深海掘削事業第90次航海）58 . 1 . 16 
BOM Aウ インターミーティン 57. 11. 3 0  経済学部 助教授 武井 勲 アメリカ合衆国 グ出席のため 57. 12. 1 2  
海外研修旅行 音響振動工 学に関する研究 及び 57. 1 1. 3 0  
工学 部 教 授 力日 ｝｜｜ 幸雄 インド， タイ 討論並びに第5回機械学全コン
ファレンスで研究発表を行うため 58. 1 .  22 
7 
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学内レクリエーション
。文化部会
0称名滝と立山道沿いの旧蹟を探勝
実施月日 10月23日仕）
見 学先 中新川郡立山町 称名滝
富山市西の番 慈眼山正源寺
見学記
つ ららかな 秋晴れの10月23日土曜日午後， 文化部会
は恒例の半日旅行を催した。
今年は， 富山県が誇る落差350メートルの称名滝の
景観と附近一帯の紅葉を 探勝し， さらに， 帰途， 常願
寺川氾濫防止祈願のため建立した 正源寺を訪れ， 本堂
天井 に描かれた 「鳴き竜」に手をたたくなどして ， 参
加者48名は日足の短くなった秋の午後を楽しんだ 。 な
お， 当初予定していた浮田家の見学 は，時聞の関係上，
割愛し， 今後の計画に待つこととした。
0教職員文化展
富山大学レクリエーション委員会 ｝｝ 共催文部省共済組合富山大学支部 ｝ 
開催月日 11月10日制～12日掛
場 所 学生会館
展示作品 華道班1 9点， 手芸班22点， 書道班
。卓球大会
10点， 絵画班13点， 写真班20点，
盆景班 5 点
（学生会館2階集会室）
本学レクリエーション委員会 体育部会 卓球班主催に
よる昭和57年度富山大学教職員卓球大会 が ， 去る11月
20日仕）午後 1 時から約50名の参加者を 得て 第2 体育館
で実施きれました 。
なお， 成績は次のとおりです。
（団 体戦）…参加6 チーム
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優 勝 工学部Aチーム
次 勝 経済・ 図書・ 短大チーム
3 位 工学部 Bチーム
（個人戦）
男子・・・・・・ 参加者21名
l位 吉川 和男（工学部）
2位 大聖寺 一 孝（ II ) 
3位 新井 浩（ 教養部）
4位 柴田 幹（工学部）
5位 川辺 誠（ 教育学部）
6位 武田知己郎（施設課）
女子…… 参加者 6 名
l位 作 道勢以子（工学部）
2位 塚原 美幸（（ 附属図書館）
3位 大 山口 由 利（ 教育学部）
。麻雀大会
本学レクリエーション委員会娯楽部会 麻雀班主催に
よる昭和57年度学内教職員麻雀大会 が ， 去る11月27日
仕） 午後1 時から1 9チーム76名の参加者を得て本学職員
会館で実施きれました 。
なお，成績は 次のとおりです。
(1）試合方法 東北半荘4回戦（半荘45分 打切）
(2）入 賞
（団 体戦）
優 勝 教育学部A（山岸， 吉沢， 友坂， 藤井）
+ 197・2
次 勝 人文 ・ 理c （伊野 ，羽広，中三川，岩城）
+ 180・2
3 位 工 学 部（高松，泉，渡辺秀，大聖寺）
+ 143・5
（個人戦）
優 勝 伊野 不二夫（ 人文 ・ 理C) 十166・2
次 勝 吉沢 誠（ 教育学部A) 十139・2
3 位 泉 三郎（工 学 部） + 115・3
名人賞 雁田 彰（庶務部D) ＋ 2·7 
ゆ
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昭和57年度全国公務員レクリエーション共同事業富山地区卓球大会
昭和57年度国家公務員レクリエーション共同事業富
山地区卓球大会が ， 去る11月30日（刈不二越体育館にお
いて 富山地方検察庁の 当番で開催されました。
競技は 午前 9時30分から始まり ， 本学からは 2 チー
ムが参加しリーグ戦をそれぞれ勝 ち進みましたが， ト
ーナメント戦ではBチームは 富山営林署に優勝戦で｜昔
しくも敗れ 次勝となり ， また， Aチームは 準々決勝で
富山地方法務局に惜しくも敗 れ去りました。
なお， 成績は 次のとおりです。
優 勝 富山営林署チー ム
次 勝 富山大学Bチーム
3 位 富山地方法務局チーム
保健管理センターだより
く酸性 ・ アノレカリ性食品〉
食品の酸性 ， アルカリ性の 区別は， 食品が体内に入
った場合， 酸化 されて完全利用 された残りの廃物中に，
酸性 ， アルカリ性のどちらの性質を生ずるかという
ことで決定します。 リン， 塩素， イオ ウを多く含むも
保健管理センタ一栄養士 山 本 郁 子
のを酸性といい， 食品では 穀類， 肉類がそ うです。 ナ
トリウム ， カルシウム ， マグネシウム を多く含むもの
をアルカリ性といい ， 食品では 野菜， 果物， 牛乳 など
です。
酸性食品とアルカリ性食品
酸 1生 食 ロロロ ア ／レ カ ’性 食 ロロ口
食 ロEコ口 食 ロロロ 食 ロロロ 食 ロロ口 食 Uロ口 食 ロロロ
穀 類 し ょ う ゆ 馬 肉 51.. 類 み つ iま か き
ぬ 台、 魚類・貝類 豚 肉 い ん げ ん豆 じゃがし、も な し
A、－ す ま カツ オ ブシ 牛 閃 大 豆 司．、、 IJ:、 つ ぶど う汁」
オ ートミー ル タイのシラコ とり肉スー プ あ ず き キ ャ ベ ツ す し、 か
玄 米 ス ／レ メ 乳1十・鶏卵 さやえんどう 大 十艮 つけ物類
ひ き 割り麦 一 ボ‘ ン 卵 貰 と つ J、 ヵ、 hま ち ゃ たくあんつけ
そ ti' 半分 ザマ グ ロ チ ズ 乳汁・鶏卵 た け の こ 菜 づ け
白 米 タ コ 野 菜類 im 白 さつまいも きのこ類
大 麦 コ イ わ 」、 人 手L か ぜ占、、 し い た け
麦 粉 タ イ アスノfラガス 牛 手L やま と い も まった け
」、、 カ キ 海草類 野 菜 れ ん こ ん し め じ
ノマ ./ 生 ザ ケ の り（乾燥） こんにゃく粉 き ゅ う 海草類
；由 脂 ウ ナ ギ し 好品 紅しょう が な す わ 台、 め
ノ〈 タ ハ マ グ リ 酒 カミ す ほ う れ ん草 玉 ね ぎ 、， A、」
豆 要員 貝 柱 ビ jレ つ ま み 菜 ぜ ん ま い し 好品
らつ かせい カ ズ ノ コ 清 酒 き と し、 も 果 物 類 ぶど う酒
そ ルつ 旦 ド ジ ョ ウ 麦 ィ碁 ち さ ,,. -.- ナ ナ コ ー ヒー
え ん ど う ア ワ ビ (2 g ・水1 t ) に ん じ ん (5 g・水1 t) 
油 揚 tf' コニ ビ こ ま つ菜 し、 ち 、，e 茶」
生 f号 tt' 肉 類 Jj', 菜 み か ん 汁 (5 g・水1 t ) 
み そ と 肉 ゆ ん __ ,」
（西崎弘太郎博士の測定したもの より抜粋）
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一般にレモンや酢のように， すっぱいものは酸性だ
と誤解されがちですが， 食品の味とは無関係であり，
血液も， 食物によって簡単に酸性になったりアルカリ
性になったりするものではありません 。
最近は肉， 魚 ， 卵などの動物性食品の摂取量がふえ
てきましたが， これらはみな， 酸性食品になります。
また， 外食などで簡単に食事をすませようとすると，
そばやラ メーン， スパケーティ， チャーハンなどが多く
なり， これらも酸性食品で特に自動販売機で売ってい
るものは， ほとん ど酸性食品です。 このようなものば
かり食べていると， 栄養のバランスは崩れ， ビタミン，
ミネラルが不足し， 血液が酸性になって体に悪い， な
どとよく言われます。 これは， 人聞の血液が常に弱ア
ルカリ性になっている状態が望ましいからです。 主食
である米や麦などの穀類， それに肉類は酸性食品なの
報 第229号
で血液の酸性を中和するために 野菜， 果物， 海草など
のアルカリ性食品を忘れずにとりましょう。 アルカリ
性食品を多く摂るということは， 結果として， このア
ンバランスを是正するのに役立ち， ビタミンやミネラ
ルが多く含まれ， 肥満防止， 動脈硬化予防， 高血圧予防，
カルシウムの補給となります。 けれども， アリカリ性
食品だけを食べていたのでは栄養失調になってしまい
ます。 酸性食品も， アルカリ性食品も両方をバランス
よくというのが正しい食事のとり方です。 牛乳 や卵は
毎日欠かさずにとるよっにして， 肉や魚、には 野菜料理を
たっぷり添えたり， 豆腐料理ゃいも料理などもいろい
ろと組み合わせるなどの工夫が大切かと思います。
砂次号の保健管理センターだよりは， 浅井所長
による 「血管障害」を掲載します。
中華人民共和国遼寧省幹部職員一行の来学
去る11月 2日（必午後4時30分， 中華人民共和国遼寧
もう かん
省外事弁公室副主任孟 函氏外 2名が学長表敬のた
め富山県総務課長の案内 で来学されました。
一行は， 学長室において， 学長から本学 の概要説明
を聞いた後， 本学と遼寧大学との学術交流が行われる
ことは， 日中両国の教育の発展にとっても有意義で‘あ
ると意見の交換を行い， 午後5時3 0分に本学を後にき
れました。
内 線 9 番 か ら
片言交じりの幼児から老人に至るまで， 電話の厄介
にならない日はない位にに‘モシモシ” は生活の上では
もう空気のような存在となっています。 それゆえかど
うか電話番号の呼ぴ方も様々てコそれぞれ自由に好き
なように呼んでいます。 最近は特にその傾向が強いよ
うで， 電話交換嬢を悩ましています。
聞きとりにくいことと分かりにくいことがあり， 一
番困るのは間違って聞きとれることてV接続の誤りは
極めて厄介で取返しがつきません。 列車でいいますと
脱線と同じことになります。
例えば， 1を「ヒト」， 2を「フタ」 これなら分かりますが，
4を「シ」， 7を「シチ」， 9 を「ク」等と呼ぴますと聞き
違いやすく 0 にいたっては 「ゼロ」， 「レイ」 でなく「マ
／レ」と当然のように呼んでいる 人がいます。 特にテレ
ビ等で「スタジオ1 0 2 （イチマルニ）J， 「 6 0 0 （ロ
クマルマル） こ ちら情報部」等と盛んに 0 を「マル」
と発音しています。 視聴者にとって「マル」 は非常に
耳に心 地よし なじみやすい呼称です。 しかし， これ
は電話番号の呼称とは関係ありません 。
では， なぜ「マjレ」がいけないかと言いますと， 「マ
jレ」はどうしても 7「ナナ」に聞えてくるので三度に
一度は間違って接続することがあり， 交換嬢の悩みの
種となっています。
ところが美しい日 本語で， しかもアクセント， イン
トネーションの見事な本学の外国 人教師の一 人は， 市
外通話を申し込むとき， 朝であればまず 「お早うござ
います」から始まって100局0000番」 と間違っ
ても「＇？｝レ」とは言わず実に正しい電話番号の呼称で
申し込まれます。「00局」という発音は， 交換嬢も教
えられることが 大です。 こんなときは， 素早く接続し
てあげることになります。
なお， 電話番号の基本的な呼称を参考までに列記し
ますからハッキリと正しく申し込ん でくだきい。 内 線
9 番からのお願いです。
nu 可よ
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＊＊電話番号の基本的な呼称＊＊
1 （イチ） ， 2 （ニイ）， 3 （サン）, 4 （ヨン）， 5 （ゴ），
6 （ロク） ， 7 （ナ ナ ）， 8 （ハチ）， 9 （キュウ）， 0 （レイ又はゼロ）
1 1 1 1 （イッセン ヒャク ジュウ イチ）
2 2 2 2 （フタセン フタヒャク ニジュウ
1 0 0 0 （イッセン ノ〈ン）
2 0 0 0 （フタセンパン） （電話交換室）
職員サークルの紹介
0写 真 班
当写真班の主たる活動は， 毎年11月に開催される 富
山大学レクリエーション委員会及び文部省共済組合 富
山大学支部共催による教職員文化展であり， その文化
展には多数の方がすばらしい作品を出品しています。
写真は， だれでも撮れるものであり， また， 記念と
して心に残るものです。 アルバムを聞き， 思い出に浸
つてはいかがですか？
今後の活動として， 年l～2回程度の撮影会を予定
していますので， みなさんも奮って入会してくださ い。
・連絡先 人文・理学部 松永良成（内 線284)
O絵 画 班
あわただしい時間をきいて時には絵筆をとる， ふと
目に止った花， かねて描きたい風景など， 何にも拘束
されずただ描くことのみに没頭する。 絵具を盛り上げ
てみたり， ぬり潰してみたり， 何とか自分 なりに描き
出すひとときこそ何ものにもかえがたいほのかな喜び
を感ずる。
古くは文理学部がまだ蓮町にあったころ， 近 くにお
住いの！司法リ家の小柳津三郎先生 を講師に 「かぐっ ち会」
か 〈 っち
と称し（ 迦具土とは火の神の古名です） 週一回集まり，
御指導を仰 ぎました。
その後J各部”が誕生し活発な 班活動が再び始まりま
したが， 年を重ねるにつれ， 各自の事情も異り時間的
な制約もありますので， 飽くまでも自由に又折りにふ
れ絵画旅行を楽しむグループもある今日このごろです。
今までの描きながらの 「まとめ」 をしてみますと，
すべてに共通することと思いますが， より良〈深〈，
幅広く 「もの」 を見る眼 が， 考えが， 培われてきてい
るように思われます。
みなさん， 気軽にキャンパスにすてきな絵を描いて
みませんか。 御連絡をお待 ちしております。
・連絡先 附属図書館 関場貞子（内線631)
O盆 景 班
先月行われました教職員文化展で御覧になった方は
お分 かりかもしれませんが， 盆景といっても一般には
なじみが薄いかと思いますので， 少し説明をして盆景
班紹介に代えたいと思います。
盆景にもいろいろありますが， 私達盆景 班が練習し
ているものは， 黒いお盆の上に白い砂をまいて風景を
描 くものです。 荒い砂や細かい砂を匙でまいたり， 羽
で形を整えたりします。 中には， ごく少さな貝がらを
ちりばめたり， 陶製の橋や家などを利用したりするこ
ともありますが ， 基本はあ くまで， 黒のお盆と白い砂
です。 黒と白だけで構成される風景は， 墨絵とは異な
り， 立体感を伴い， また違った趣きがあります。
手本を見ながら， 月一度講師の指導を受け， 砂のま
さ方や羽根の使い方などを習っています。 も ちろん，
基本をマスターして， 旅先でのスケッチなどを元にオ
リジナ ルを手がける方もあります。
興味のある方， 御一緒に練習なきいませんか。 御連
絡ください。
・連絡先 経済学部 小嶋保子（内線565)
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員 消 曹
〈改 姓〉
教育学部
附属養 者
学 校 教 諭 五百崎千鳥 旧姓 稲垣
〈住所変更〉
教育学部
教 授 大塚恵一
附属養 護学 校 教 諭 五百崎千鳥
工学 部
助 手 伊藤紀男
文部事務官 下回誠一
教養 部
助 教 授 高安 和子
〈住所表示変更〉
教育学部
附属養 警学 校 教 諭 藤嶋桂子
。暖房器具を使用する時期となり， 火気の取り扱いに十分注意しましょう グ
。各室の最後の退室者は， ストーブの消し忘れ， タバコの吸殻の後始末を確認しましょうグ
O電気， ガス， 水の節約に努力しましょう．グ
主 要 行 事
本 部
11月1 日 事務用電算機披露
2日 中国遼寧省幹部職員来学
昭和58年度富山大学入学試験に関する高等
学校と大学との懇談会
5 日 第10回学寮補導委員会
6 B 富山大学入学 者選抜方法研究委員会専門委
員会
学生健康保険組合理 事会
9 日 第 4 回入学 者選抜方法研究委員会
第 6 回入学試験管理 委員会
第 4 回学園ニュース編集委員会
9～10 日 共済組合事務担当者研修会（於地方職員共
済組合字奈月保養所、黒部荘、）
11日 第10回工学部移転促進小委員会
固有財産等の実地監査
授業料等減免選考委員会
12日 第 5 回大学院委員会
第 8回評議会
13日 学内釣大会（於富山新港）
つ臼
II（｛利157it'-J2Jl 1日発什 品.... チー
11)-j16 ti 埋学関係視学委員視察
17日 北陸地 区大学学生部懇話会（於仁愛女子知
期大学）
奨学金返還に関する説明会
17～18日 第71回国大協総会（於学士会館）
19 日 第38回国大協事務連絡会（於学士会館）
第11回学寮補導委員会
20日 学内卓球大会
富 山共済組合支部連絡協議会ボーリング大
会（於トヤマゴールテンボウル）
20～22日 昭和57年度体育系サークルリーグー研修会
（於山野スポーツセンター）
24日 文部省永年勤続表彰状伝達
循環器及び胃の検診
25日 部課長 会議
25～26日 昭和57年度東海・北陸 ・近畿地区国立学校
広報・文書研究 協議会（於京都堀川会館）
昭和58年度大学入学 者選抜共通第1次学力
試験実施担当者会議（於東京医科歯科大学）
26日、第34回構内交通対策委員会
27日 学内麻雀大会
29 日 第39回固有財産北陸地方審議会（於金沢第
2合同庁舎）
30日 事務改善委員会組織・機構部会（第 2 回）
昭和57年度 全 国公務員レクリエーション共
同事業富山地 区卓球大会（於不二 越体育館）
第63回東海・北陸地 区国立大学学生部課長
会議（於豊橋技術科学大学）
人 文 学 部
11月10日 教授会検討委員会
12日 職業補導委員会
17日 教授会
人事教授会
24日 紀要委員会
入試検討委員会
予算委員会
報 第229号
教 育 学 部
1 1月4 日 入試 方法研究委員会
国立大学教育学部長 会議（於竹橋会館）
5 日 日 本教育大学協会第一部会（於竹橋会館）
10日 学部教務委員会
17日 職業補導委員会
人事教授会
22日 入試 方法研究委員会
24日 教授会
27日 日 本教育大学協会第二部会美術部門全国協
議会（於岐阜市）
経 済 学 部 ｜
1 1月4 日 学部教務委員会
10日 学部教務委員会
人事教授会
教授会
17日 拡大教務委員会
24日 学部教務委員会
教授会
29 日 各種委員選考委員会
理 品同ザー
川む
11月1 日 学部補導委員会
教授会
理 学研究科委員会
人事教授会
16日 理 学視学委員による実地視察（理 学部及び
大学院理 学研究科）
10日
17日 人事教授会
24日 昭和60年度学力検査実施教科・科目に関す
る会議
教授会
人事教授会
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エ 学 EU 附属図書館
11月1 日 学部補導委員会
10 日 教授会
工学研究科委員会
17日 共通機器運営委員会
19 日 工場運営委員会
事務連絡会議
25 日 消火訓練
11月10 日 北陸地 区 国立大学附属図書館事務担当者協
議会（於金沢大学）
10～11日 国立 大学図書館協議会理 事会（於仙台勾当
台会館）
教 養 部
16～17日 第33回北信 越地 区 国立大学図書館協議会（於
富山大学附属図書館）
19 日 県 内大学 ・高専図書館研究集会 （於富山大
学附属図書館）
26 日 消火器取扱実地訓練実施
29 日 係長事務打合せ会
11月4 日 教務委員会
6 日 紀要委員会
10 日 教員選考に関する内規暫定措置検討委員会
予算委員会
17日 教授会
人事教授会
公開講座終了式
25 日 教務委員会
｜保健管理センター｜
11月24日 スキー講習会参加者健康診断
29～30 日 特別健康診断
｜経営短期大学部｜
11月10 日 第 3 回奨学生選考委員会
12日 第 2 回授業料等減免選考委員会
25 日 第14回教授会
第 2 回入学 者選抜学力試験委員会
。訂 正（おわび）
学報 昭和57年11月 1 日発行 第228号
ページ 訂 正 箇 所 目呉 正
2 学内規則の富山大学教育学部規則の一部 思!!t及び別表四を次のように 見広忠及び別表四を次のよう改正の項目中 本 文 改める。 に改める。
5 学内諸報の職員サークルの紹介の見出し 職員のサークル紹介 職員サークルの紹介
6 学内諸報の職員サークルの紹介ソフトボ ……ソフトふール大会…．． …ソフトぶール大会・ール班の項目。 上から9行目
学内諸報の工学部の五福 移転統合問題に 工学部 の五福 移転統合問題に 工学部の五福 移転統合問題に7 関する経過の見出し 関する経過 関する経．過 （その日
13 学内諸報の 中華人民共和国遼寧大学から －…・から本学学長に・・ ……から 本学学長に・の寄贈図書の項目。 上から17行目
17 主要行事の経済学部 の項目中15 日 の欄 後学期授期開始 後学期授業開始
II 主要行事の工学部の項目中8臼の欄 18月8 日 10月8 日
14 
昭和57年12月1日発行 品凶手 報 第2�9号
資 料
昭和58年度中に開催予定の主要会議及び大会等行事予定表
昭和57年11月24日 現在
期 間 参加予定人員� 議 名 称 王 催 ヨらエ 場 参加範囲 E十 備考
月 日 県内 県外
14 日 本教科教育 富山大学教育5 日 本教科教育学会 全 国 100 200 300 
15 ，寸当・ ム:z:;;、 学 部
17 
学
富
附
山大学教
校
育部 学
富
附
山大学教育
部 県内・外の小5 教育研究発 表会 1,000 300 1,300 
18 属小学 属小学 校 学校教員
28 日 本アフリカ学会学術大会 日 本アフリカ 富山
（予定第） 一 日 本アフリカ5 
（ 第20回 ） 民－：！－＇主・ �』エ 学 会 員
25 150 175 
29 ホ テ ル
4 
6 日 本雑草学会 第22回大会 日 本雑草学会 富山 大 学 全 国 10 190 200 
5 
学
富
附
山大学教育
部
校
学
富
附
山大学教育
部 県内・外の 中6 教育研究協議会 400 50 450 
属 中学 属 中学 校 学校教員
6 24 研究発 表会 学
富
附
山大学教育部 学
富
附
山大学教育部
全
学
殊
校
国附・属県
養
下
護
100 20 120 
属養護学校 属養護学校 教育関係
特
者
7 精機学会 精機 学 会 富山市内 北陸信越地区 50 30 80 
27 第21回 全 国大学 保 健管理 研究 東区
海
国
・北陸地
7 富山大 学 呉 羽 ハ イツ 公私立大 20 80 100 
29 集会・東海北陸地方研究集会 学・短期大学
富山大学経営 富 山 大 学 事
国立夜務間短
大
長 18 8 国立夜間短期大学事務長会議 短期 大 学 部 第 1 会場 23 五 箇 山 当 番 校 5 
9又 昭和58年度北陸地 区 国立大学
金沢大学辰ロ 該北 係長
陸五大う
学の
は1〔 係長研修 富山 大 学 共同 研 修 大学
の
か
者
ちら推当 5 30 35 
セ ン タ ー 薦された
9 第18回東海・北陸地 区国立大 東 海・
学事務局長会議 富 山 大 学 富山 大 学 北 陸 地 区
2 11 13 
10 
日 本教育大学協会北陸地区 第 日 本教育大学
：』2� 富山大学教育
北
学
官
信教育
越
学国部
立
教
大
10 一部会・第二部会合同会議 協北 陸 地 区 学 部
2 13 15 
中 北陸地区 国立学校施 設担当者 福
施県
井
の設担
県
国立
当
・石学
者
校川10 連絡協議会 富山 大 学 17 20 37 
中 第 7 回 国立大学46工学系学部 富山 大 学 全 国46工学系10 長会議 富山市内
10 45 55 
旬 工 学 部 主寸主＇.： 部 長
phu 
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期 間 参加予定人員
fミ、 議 名 称 王 ｛崖 fエ、 場 参 加範囲 百十 備考
月 日 県内 県外
10 富山 大 学 品ワ 約国語 学会 国語 学 会 及びその周辺 会員及び一般 30 370 400 11 
初 応用物 理学会12 応用物 理学会北陸支部講演会 富山 大 学 北陸 三 県 200 300 500 
旬 北 陸 支部
12 
日
日
本
北
本
金
陸
鉄
属
信鋼
北
学
組
協
陸
金
会
支
主部
部
｝I z官三百A護晴権間ム"" 北北 日日 本陸本陸 信最支金属鋼組部学協支会部会，・
・
未 ，刃」L三， 北陸・信 越 80 120 200 
10 昭和58年度東海・北陸地区国 文 部 省 ・富山 大 学
安は
当
安
全
者
管
全
理
管 理
者担又 10 40 50 立 学校等安全管理 協議会 富山 大 学
編 集 富山大学庶務部庶務課
富山市五福31 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画
富山市曙町9 - 1 
電話（33)3356的
ハhU噌aA
